
ふるさと納税の大幅減少
　令和６年度一般会計予算  41億7045万円

財政改革の一歩か
　町職員旅費支給条例の改正

一般質問〈６名が町政を質す〉
　二次元コードから議事録が見れるようになりました

議会町づくり懇談会
　和木１丁目～５丁目

議会だより
2024. 5. １第135号



老朽化のため解体する旧保育所

公園の新しい人気者に

結果がすぐわかる視覚検査器

〈 新 規 事 業 〉

〇妊産婦タクシー助成  ３８万円
　妊産婦の医療機関などへの利用を助成
　１人５千円×７０人

〇多胎妊婦健康審査助成  ５万円
　妊婦検診を５回分追加

〇屈折異常等視覚検査器（スポットビジョン）購入
  １５４万円
　３歳児検診で視覚異常の早期発見・早期治療に
　つなげる

〇帯状疱疹ワクチン助成  　１００万円
　１万円×５０人 ×２回

〇新生児聴覚検査の助成  ３２万５千円

財政運営のきびしさ続く
万円 ⇒ 令和６年度寄付額予定 ５００万円（対前年度比９５％減）

町道整備  ３７００万円・火葬炉設備改修 ６２０万円・瀬田２丁目配水管布設 ２７００万円〕

一般会計 ４１億７０４５万円
予算総額 ６１億９５６４万円

福祉関連福祉関連福祉関連福祉関連

〇道路改良工事  ４１００万円
　新大和橋通り線２００ｍ　２６００万円
　苗代床B,C線８０ｍ　１５００万円

〇飼育小屋等整備  １３００万円
　恵庭市よりアルパカ２頭を譲り受ける費用

〇緑ヶ丘団地第 1 棟外構整備  ５５００万円

〇瀬田 2 丁目配水管布設  ２７００万円
　蜂ヶ峯への入口　４００ｍ管布設

〇下水道大竹圧送仮設管撤去  ５５６２万円
建設関連建設関連建設関連建設関連

〇中学校校舎外壁改修  ６９７０万円
　クラック等の修繕

〇文化会館冷却塔更新  ２４２０万円
　屋上の空調冷却塔が劣化したため更新

〇旧保育所解体撤去準備  ４２６万円
　建物の老朽化、耐震性不足のための解体

〇歴史資料館解体物処分  １３０万円
展示物は返却、保管、文化会館で展示し
他は廃棄処分する

教育関連教育関連教育関連教育関連
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住民の生活を支えるあいあいバス

公園の人気ＳＬはっち号

歳
　
入

歳
　
出

と
に
よ
る
。

　

パ
リ
五
輪
を
見
据
え
、
秋
に

メ
ダ
ル
獲
得
の
確
率
が
高
い

ア
ー
バ
ン
ス
ポ
ー
ツ
の
イ
ベ
ン

ト
や
有
名
選
手
の
誘
致
を
予

定
。　

石
油
貯
蔵
施
設
立
地
対

策
等
補
助
金
6
5
0
0
万

円
の
は
ず
だ
が
、
令
和
5
年
度

は
6
1
0
0
万
円
、
令
和
6
年

度
は
4
1
6
0
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
そ
の
減
額
理
由
は
。

（
三
分
一
委
員
）

　

地
方
交
付
税
が
9
億
1

千
万
円
で
令
和
5
年
度
よ

り
増
加
の
理
由
は
。（

明
本
委
員
）

　

令
和
４
年
度
の
町
民
税

が
3
億
円
の
増
収
で
、
令

和
5
年
度
は
普
通
交
付
税
が
大

幅
な
減
収
と
な
っ
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
令
和
6
年
度
の
普
通

交
付
税
は
令
和
４
年
度
の
水
準

に
戻
る
も
の
と
試
算
し
た
た
め
。

　

蜂
ヶ
峯
公
園
有
料
施
設

使
用
料
が
昨
年
度
よ
り
４

０
０
万
円
減
額
さ
れ
た
理
由
と

令
和
６
年
度
の
事
業
計
画
は
。

（
灰
岡
委
員
）

　

コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類

に
移
行
し
た
こ
と
に
よ

り
、
各
地
で
イ
ベ
ン
ト
が
開
催

さ
れ
来
園
者
が
分
散
さ
れ
た
こ

　

令
和
5
年
度
は
岩
国
地

区
消
防
へ
4
0
0
万
円
計

上
し
、
令
和
6
年
度
は
簡
易
水

道
会
計
に
2
3
4
0
万
円
計
上

し
た
た
め
。

　

総
合
計
画
策
定
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の

か
。　　
　
　
　
（
上
田
委
員
）

　

令
和
6
年
度
に
計
画
策

定
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
後

デ
ー
タ
収
集
、
整
理
、
分
析
な

ど
を
行
う
。
令
和
７
年
度
は
、

庁
内
各
課
で
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行

い
計
画
素
案
を
策
定
し
、
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
実
施
、
計
画

策
定
完
了
。

　
妊
産
婦
タ
ク
シ
ー
事
業

の
内
容
は
。（
灰
岡
委
員
）

　

妊
娠
届
を
提
出
の
際
に

申
請
で
き
る
よ
う
調
整

し
、
助
成
金
額
１
人
5
千
円

（
5
0
0
円
×
10
枚
）、
有
効
期

限
は
交
付
か
ら
14
ヶ
月
間
、
事

業
開
始
時
期
は
7
月
頃
を
予

定
。　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス

1
5
7
万
円
の
増
額
理
由

は
。　　
　
　
　

  （
上
田
委
員
）

　

バ
ス
の
運
行
を
継
続
す

る
た
め
運
転
手
の
待
遇
改

善
に
必
要
な
予
算
と
し
て
計

上
。　

障
が
い
児
通
所
給
付
費

の
増
額
理
由
は
。

（
中
村
委
員
）

　

3
年
に
1
度
の
報
酬
改

定
や
、
療
育
関
係
の
児
童

ほ
と
ん
ど
が
利
用
し
て
お
り
、

増
加
し
て
い
る
。

ふるさと納税寄付額の大幅減少により
令和５年度寄付額 ４月～９月 １億３４０万円、１０月～２月 ３２７

〔主な改修工事は、中学校校舎外壁改修 ６９７０万円・文化会館冷却塔更新 ２４２０万円・

答

答 答

答答

答 問問

問答 問

問問

問

予
算
委
員
会

審

議
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補
正
予
算

＊
和
木
町
職
員
旅
費
支
給
条
例

　
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

＊
道
海
公
園
条
例
の
一
部
を

　
改
正
す
る
条
例

＊
消
防
団
条
例
の
一
部
を
改
正

　
す
る
条
例

＊
山
の
手
駐
車
場
条
例
の
一
部

　
を
改
正
す
る
条
例

＊
一
般
会
計
で
減
額
し
た
補
正
事
業

　
現
在
協
議
中
で
あ
る
。
今

回
は
人
件
費
の
減
額
で
は
な

く
、
旅
費
を
1
0
0
0
円
に
減
額

し
て
も
他
の
自
治
体
と
比
べ
る
と

ま
だ
有
利
な
状
況
で
あ
る
。

（
田
中
副
町
長
）

反
対
討
論
　
上
田
議
員

　
こ
の
改
正
は
労
働
環
境
の
改
悪

で
あ
り
、
議
会
中
に
お
い
て
も
組

合
と
の
交
渉
が
続
き
組
合
に
対
し

抑
圧
と
な
っ
た
こ
と
、
近
隣
市
町

よ
り
優
遇
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、

改
正
す
る
理
由
に
し
て
お
り
反
対

す
る
。

賛
成
討
論
　
灰
岡
議
員

　
和
木
町
の
財
政
が
厳
し
く
な
っ

て
い
る
現
状
の
中
、
和
木
町
職
員

は
近
隣
の
市
町
と
比
較
し
て
も
、

財
政
改
革
の
一
歩
か

町
長
・
町
職
員
の
旅
費
、議
員
や
特
別
職
の
職
員
等
の

費
用
弁
償
の
減
額

３月
定例会

　
3
月
定
例
会
は
、
3
月
4
日
か
ら
3
月
15
日
ま
で
の
12
日
間
の
会
期
で
開
か
れ
、
初
日
に
町
長
が

令
和
6
年
度
の
施
政
方
針
演
説
を
行
い
ま
し
た
。
議
会
は
令
和
5
年
度
補
正
予
算
、
令
和
6
年
度
一

般
会
計
予
算
、
特
別
会
計
予
算
な
ど
報
告
3
件
、
議
案
30
件
を
審
議
し
、
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
和
木
町
職
員
旅
費
支
給
条
例
等
の
一
部
改
正
で
は
、
旅
費
や
費
用
弁
償
の
減
額
に
対
し
職
員
の
労

働
環
境
が
悪
化
す
る
と
反
対
が
あ
り
ま
し
た
が
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
で
は
、
6
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
行
政
全
般
に
わ
た
り
町
政
を
問
い
ま
し
た
。

３月定例会

〇
職
員
の
旅
費
を
2
5
0
0
円
か

ら
1
0
0
0
円
に
減
額

〇
議
員
の
費
用
弁
償
を
2
5
0
0

円
か
ら
1
0
0
0
円
に
減
額

〇
特
別
職
の
職
員
で
非
常
勤
の
者

の
費
用
弁
償
を
2
5
0
0
円
か

ら
1
0
0
0
円
に
減
額

※
費
用
弁
償
と
は
会
議
や
委
員
会

に
出
席
す
る
際
の
交
通
費

　
こ
の
改
正
に
職
員
労
働
組

合
は
同
意
し
て
い
る
か
。

3
0
0
万
程
度
の
減
額
と
い
う
こ
と

だ
が
、
人
件
費
で
減
額
す
る
よ
り
財

政
で
見
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

（
上
田
議
員
）

依
然
待
遇
に
お
い
て
優
遇
さ
れ
て

お
り
、
今
回
の
改
正
は
妥
当
な
判

断
と
考
え
賛
成
す
る
。

反
対   

上
田
・
嘉
屋
、
賛
成   

7
人

〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

　
駐
車
場
料
金
を
月
額
2
5
0
0

円
か
ら
月
額
3
0
0
0
円
に
す
る

も
の
。　

物
価
の
高
騰
が
続
く
中
で

の
駐
車
場
の
値
上
げ
は
町
民

の
負
担
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
上
田
議
員
）

　
町
内
の
他
の
公
的
料
金
値

上
げ
も
含
め
、
あ
る
程
度
引

き
上
げ
な
い
と
町
と
し
て
成
り
立

た
な
く
な
る
。　
　
　
　（
副
町
長
）

反
対
討
論
　
上
田
議
員

　
利
用
者
の
方
に
と
っ
て
は
、
物

価
高
騰
で
生
活
に
支
障
を
き
た
し

て
い
る
中
で
の
利
用
料
値
上
げ
を

反
対
す
る
。

反
対   

上
田
、
賛
成   

8
人

〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

　
霊
園
の
永
代
使
用
料
を
56
万
円

か
ら
60
万
円
に
改
正
す
る
。

　
近
隣
市
町
の
公
的
な
墓
苑

と
の
比
較
は
し
て
い
る
の
か
。

（
津
島
議
員
）

　
和
木
町
と
同
じ
面
積
で
比

べ
る
と
岩
国
市
は
54
万
円
か

ら
99
万
円
、
大
竹
市
は
40
万
円
か

ら
1
5
0
万
円
で
共
に
墓
石
の
製

造
費
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。

　
団
員
が
役
員
会
に
出
席
す
る
と

き
の
出
動
報
酬
を
2
5
0
0
円
か

ら
1
0
0
0
円
に
改
正
す
る
。

　
団
員
の
成
り
手
不
足
の
現

状
で
削
減
す
る
の
は
団
員
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
さ
が
る
の
で
は

な
い
か
。
　
　
　
　
　（
嘉
屋
議
員
）

　
こ
の
改
正
は
、
消
防
団
の

部
長
以
上
が
団
の
今
後
の
活

動
内
容
に
つ
い
て
年
4
回
ぐ
ら
い

話
し
合
う
会
議
用
の
費
用
で
あ
る

と
考
え
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
副
町
長
）

反
対
討
論
　
上
田
議
員

　
災
害
時
に
消
防
団
は
町
に
と
っ

て
大
事
な
存
在
で
あ
り
、
人
材
不

足
な
ど
を
考
え
る
と
改
正
す
べ
き

で
は
な
い
と
判
断
し
反
対
す
る
。

反
対   

上
田
・
嘉
屋
、
賛
成   

7
人

〔
賛
成
多
数
で
可
決
〕

◎
ふ
る
さ
と
納
税
　
9
8
0
万
円

　
地
場
産
品
の
基
準
を
、
国
が
10

月
か
ら
厳
格
化
し
た
の
に
伴
い
人

気
を
集
め
て
い
た
紙
製
品
の
寄
付

額
が
大
幅
に
減
っ
た
た
め
。

◎
国
際
交
流
事
業
　
6
8
5
万
円

・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
へ
の
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
事
業
を
30
名
予
定
し

て
い
た
が
10
名
に
減
っ
た
た

め
。

問

問

問

問

答

答

答

答

減
額
効
果   

３
１
０
万
円
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大
き
な
災
害
が

起
き
た
ら
水
道
管

は
ど
う
な
る
の
か
。
併
せ
て

下
水
道
管
は
現
在
ど
う
な
っ

て
い
る
の
か
。

　
和
木
町
が
お
こ

な
っ
て
い
る
水
道

事
業
に
つ
い
て
、
瀬
田
地
区

及
び
関
ヶ
浜
地
区
に
お
い
て

は
簡
易
水
道
事
業
と
し
て
管

理
・
運
営
を
し
て
い
る
。
和

木
地
区
は
岩
国
水
道
局
に
よ

り
市
の
給
水
区
域
と
し
て
適

切
に
管
理
さ
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
和
木
町
の
簡
易
水
道
は
昭

和
38
年
に
供
用
開
始
さ
れ
、

今
年
度
で
60
年
を
経
過
し
て

お
り
、
老
朽
化
対
策
が
急
務

と
な
っ
て
い
る
状
況
に
あ
り

適
宜
、
改
築
・
修
繕
を
お
こ

な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　
現
在
、
簡
易
水
道
に
お
い

て
は
、
適
宜
、
新
年
度
に
つ

い
て
も
予
算
計
上
し
て
い

る
。
老
朽
化
の
著
し
い
と
こ

ろ
か
ら
改
築
更
新
し
て
ま
い

り
た
い
。

　

　
下
水
道
を
新
設

せ
ず
、
悪
い
箇
所

を
修
繕
し
な
が
ら
下
水
道
は

使
い
続
け
ら
れ
る
の
か
。

　
今
後
も
持
続
可

能
な
下
水
道
事
業

を
実
現
す
る
た
め
に
、
優
先

順
位
を
定
め
、
計
画
的
か
つ

効
率
的
な
維
持
管
理
を
お
こ

な
っ
て
参
り
た
い
。
　

　
試
算
に
つ
い
て
は
困
難
だ

が
、
両
施
設
と
も
老
朽
化
は

著
し
く
耐
震
化
事
業
は
急
務

で
あ
る
。
財
源
の
確
保
も
今

後
厳
し
い
状
況
で
あ
る
と
認

識
し
て
い
る
。

　
工
事
期
間
中
の
住
民
へ
の

負
担
に
も
配
慮
し
つ
つ
、
工

事
費
の
削
減
に
向
け
た
一
括

施
行
に
よ
る
改
築
・
更
新
工

事
の
実
施
に
つ
い
て
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

質
問

質
問

課
長

課
長

　
引
き
込
み
線
跡

地
検
討
委
員
会
の

活
動
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

　
有
効
な
計
画
案

も
な
い
こ
と
か
ら

休
止
し
て
い
る
。

　
4
丁
目
引
き
込

み
線
跡
地
の
法
面

を
削
っ
て
道
路
を
拡
張
し

て
緊
急
車
両
が
通
行
で
き

る
よ
う
に
な
ら
な
い
か
。

　
法
面
を
削
っ
て

暫
定
利
用
で
き
な

い
か
、
過
去
に
協
議
を
し

た
が
認
め
ら
れ
な
か
っ

た
。

　
町
長
は
引
き
込

み
線
跡
地
に
つ
い

て
、
今
後
の
展
望
、
計
画

が
あ
れ
ば
、
伺
う
。

　
引
き
込
み
線
跡

地
の
多
く
が
、
民

間
宅
地
に
な
る
こ
と
が
転

売
の
禁
止
に
該
当
す
る
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
は
具

体
的
な
展
開
は
考
え
て
い

な
い
。
ま
た
、
引
き
込
み

線
跡
地
の
全
て
を
公
共
施

設
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

は
、
整
備
事
業
に
加
え
、

相
当
な
維
持
管
理
費
も
必

要
に
な
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
山
口
財
務
事
務
所
と

協
議
を
重
ね
て
、
有
効
な

施
策
を
見
出
せ
れ
ば
と
考

え
る
。

質
問

質
問

質
問

どうなる引き込み線跡地

課
長

課
長

町
長

和木 4 丁目水道管の新設工事現場

A両施設とも老朽化は著しく
耐震化事業は急務である

都市建設課長

中村 充子 議員
なかむら みつこ

Q　4丁目引き込み線跡地南側の
　道路を拡張できないか 嘉屋 富公 議員

かや　とみひろ

A山口財務事務所は暫定、分割利用を
考えていない

都市建設課長

Q　水道管、下水道管の今後の
　対策は

5
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直
近
5
年
に
寄

附
さ
れ
た
ふ
る
さ

と
納
税
の
合
計
金
額
、
平

均
は
い
く
ら
か
。

　

平
成
30
年
度
５
，

５
２
６
万
円
、
平

成
31
年
度
７
，
６
２
０
万

円
、
令
和
２
年
度
６
，
８

３
３
万
円
、
令
和
３
年
度

９
，
１
３
３
万
円
、
令
和

４
年
度
１
億
２
，
０
７
７

万
円
、
合
計
金
額
4
億
１
，

１
９
２
万
円
、
年
平
均
約

８
，
２
３
８
万
円
で
あ
る
。

　

寄
附
さ
れ
た
財

源
は
、
何
の
事
業

に
使
わ
れ
て
い
る
の
か
。

　

主
と
し
て
教

育
、
中
・
高
生
の

海
外
派
遣
、
給
食
費
無
償

化
の
継
続
、
各
種
検
定
の

助
成
、
子
育
て
支
援
な
ど

の
施
策
に
大
切
に
活
用
し

て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
は

ど
の
よ
う
な
見
込

み
か
。　

10
月
か
ら
の
新

ル
ー
ル
へ
の
改
定

に
よ
る
駆
け
込
み
需
要
に

よ
り
、
４
月
１
日
〜
９
月

30
日
ま
で
の
寄
附
額
は
、

１
億
３
３
０
万
円
（
対
前

年
比
約
１
８
０
％
増
）。

　

一
方
、
10
月
１
日
〜
１

月
31
日
ま
で
の
寄
附
額

は
、
２
８
５
万
円
（
前
年

比
96
％
減
）
と
落
ち
込
み
、

令
和
５
年
度
寄
附
額
は
、

１
億
８
０
０
万
円
（
対
前

年
比
で
約
11
％
減
）
を
見

込
ん
で
い
る
。

質
問

質
問

質
問

課
長

課
長

課
長

　

今
年
開
催
さ
れ

た
イ
ベ
ン
ト
等

を
、
来
年
度
以
降
も
継
続

で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
た
だ
き
た
い
。

　

令
和
６
年
度
以

降
も
和
木
町
の
に

ぎ
わ
い
づ
く
り
や
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
で
き
る

よ
う
な
各
団
体
の
要
望
に

応
え
て
ま
い
り
た
い
。

　
「
る
る
ぶ
」
は
何

部
発
行
し
、
ど
の

よ
う
に
使
わ
れ
て
い
る

か
。

　

フ
ル
カ
ラ
ー
12

ペ
ー
ジ
で
１
万
部

を
発
刊
し
た
。

　

配
布
先
の
自
治
体
か
ら

多
く
の
問
い
合
わ
せ
や
、

追
加
配
布
の
希
望
も
あ

り
、
好
評
を
い
た
だ
い
て

い
る
。「
る
る
ぶ
和
木
町
」

の
再
配
布
希
望
の
意
見
が

多
け
れ
ば
増
刷
も
視
野
に

い
れ
て
い
き
た
い
。

　

W
A
K
I
コ
ン

サ
ー
ト
に
お
け
る

第
九
の
コ
ン
サ
ー
ト
を
、

年
に
一
度
の
年
末
の
恒
例

行
事
と
し
て
継
続
で
き
る

よ
う
取
り
組
め
な
い
か
。

　

文
化
協
会
の
方

と
協
議
し
な
が
ら

実
施
で
き
る
か
ど
う
か
、

人
的
、
予
算
的
な
こ
と
も

含
め
て
検
討
し
て
ま
い
り

た
い
。

　

　

保
健
事
業
の
内

容
と
医
療
費
へ
の

負
担
軽
減
は
？

　

令
和
５
年
度
の

特
定
健
診
は
１
月

末
受
診
率
40
・
８
％
。
早

期
発
見
、
早
期
治
療
に
つ

な
が
り
医
療
費
の
抑
制
に

つ
な
が
れ
ば
と
考
え
て
い

る
。

質
問

質
問

質
問

質
問

教
育
委
員
会

事
務
局
長

＊
国
民
健
康
保
険
料
に

　

つ
い
て

 和木町自慢の返礼品「天然うなぎ蒲焼き」
※ふるさとチョイス和木町返礼品画像より引用しています。

課
長

課
長

保
健
福
祉

課
　
　
長

  情報発信で評価されている「るるぶ」

Q　和木町に「ふるさと納税」は
　必要か

Aふるさと納税による寄附金は、一般財源として
ありがたく有益なもの

企画総務課長

津島 宏保 議員
つしま ひろやす

Q　町制施行50周年以降の
　イベントは

明本 光弘 議員
あけもと みつひろ

A各団体の要望に応えたい企画総務課長

6
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一般質問



避難所として指定されている三井体育館

災害時に備えての備蓄品
（毛布、飲料水、など）

支流より低い地域

書
」
及
び
「
覚
書
」
に
基

づ
い
た
三
井
体
育
館
の
使

用
手
順
を
伺
う
。

　

町
が
三
井
化
学

の
体
育
館
を
指
定

避
難
所
に
す
る
と
判
断
し

た
場
合
、
三
井
化
学
に
許

可
を
得
た
後
に
職
員
を
派

遣
し
て
、
避
難
者
を
3
階

ア
リ
ー
ナ
に
受
け
入
れ

る
。

　
三
井
体
育
館
を

避
難
所
と
し
て
開

設
す
る
要
件
は
。

　

町
で
、「
氾
濫

危
険
情
報
」
が
発

表
さ
れ
た
場
合
や
、
瀬
戸

内
海
沿
岸
に
「
津
波
警
報
」

「
大
津
波
警
報
」「
高
潮
注

意
報
」「
高
潮
警
報
」
な

ど
が
発
表
さ
れ
た
場
合
は

可
能
。

　
定
住
対
策
と
し

て
周
防
大
島
町
で

は
、
空
き
家
対
策
を
利
用

し
て
安
価
な
賃
貸
住
宅
に

利
用
し
て
い
る
が
検
討
で

き
な
い
か
。

　

和
木
町
内
に
は

特
定
空
き
家
が
少

な
く
、
今
後
賃
貸
住
宅
が

不
足
し
定
住
対
策
と
し
て

空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
に

対
す
る
助
成
が
必
要
と
判

断
し
た
と
き
に
事
業
化
を

検
討
す
る
。

　
雇
用
を
増
や
す

た
め
に
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
起
業
型
に
す

る
な
ど
の
検
討
を
し
、
ベ

ン
チ
ャ
ー
企
業
誘
致
の
検

討
を
で
き
な
い
か
。

　

今
ま
で
2
名
の

地
域
お
こ
し
協
力

隊
を
受
け
入
れ
、
起
業
・

定
住
に
結
び
付
い
て
い

る
。
良
い
も
の
は
参
考
に

し
つ
つ
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
員
に
よ
る
町
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

　
安
心
な
町
づ
く

り
も
必
要
で
あ
る

が
、
瀬
田
、
関
ヶ
浜
地
区

の
雨
水
対
応
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

必
要
に
応
じ
た

雨
水
対
策
を
国
や

県
と
連
携
し
、
安
心
・
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。　

町
長
に
人
口
減

少
を
視
野
に
入
れ

た
総
合
的
な
町
づ
く
り
に

つ
い
て
施
策
が
あ
れ
ば
伺

う
。

　

和
木
町
の
人
口

が
減
る
こ
と
に
対

し
て
こ
れ
ま
で
も
い
ろ
ん
な

事
を
や
っ
て
き
た
。
こ
れ
か

ら
も
や
っ
て
い
く
。
ス
ピ
ー

ド
を
少
し
で
も
緩
め
る
事
を

考
え
て
い
き
た
い
。

質
問

質
問

質
問

質
問

課
長

町
長

　
災
害
時
の
備
蓄

状
況
を
問
う
。

　
保
存
水
2
Ｌ
ペ
ッ

ト
ボ
ト
ル
2
2
8

本
、
非
常
食
5
9
0
食
、

テ
ン
ト
60
張
り
、
毛
布

4
2
9
枚
、
簡
易
ト
イ
レ

は
備
蓄
が
な
い
。

　
和
木
町
で
の
高

齢
者
や
障
害
者
へ

の
個
別
避
難
計
画
の
状
況

は
。

　

土
砂
災
害
警
戒

区
域
に
在
住
す
る

要
配
慮
者
を
対
象
に
、
9

地
区
64
世
帯
79
名
の
個
別

避
難
計
画
が
完
成
し
、
現

在
運
用
中
で
あ
る
。

　
三
井
化
学
㈱
岩

国
大
竹
工
場
と
町

が
締
結
し
た
「
災
害
時
等

に
お
け
る
避
難
所
と
し
て

の
使
用
に
関
す
る
協
定

質
問

質
問

質
問

質
問

課
長

課
長

課
長

Q　人口減少を視野に入れた
　総合的な町づくりは 上田 丈二 議員

うえだ じょうじ

Q　能登半島地震を受けての
　防災対策は

A見直しが必要な場合その対策を
検討する

企画総務課長

A人口が減って行くスピードを緩めるよう考えていく町長

企
画
総
務

課
　
　
長

都
市
建
設

課
　
　
長

森脇 明美 議員
もりわき あけみ

課
長

7
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再
度
︑
小
瀬
川
沿
い
の
遊
歩
道

に
安
全
︑
防
犯
の
た
め
に
︑
街
灯

の
設
置
を
要
望
︒

　

設
置
の
検
討
中
で
管
理
者
の
許

可
が
必
要
と
な
り
︑
財
源
も
含
め

考
え
る
︒　

　

議
会
棟
側
駐
車
場
内
の
ラ
イ
ン

が
消
え
か
か
っ
て
い
る
︒
ま
た
︑

斜
め
の
駐
車
ラ
イ
ン
は
︑
止
め
に
く
い

の
で
検
討
を
︒

　

消
え
て
い
る
ラ
イ
ン
は
︑
補
修

を
検
討
す
る
︒
斜
め
の
区
画
割
ラ

イ
ン
は
︑
効
率
よ
く
多
く
の
方
に
駐
車

で
き
る
よ
う
に
し
た
結
果
で
あ
り
理
解

を
い
た
だ
き
た
い
︒

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
一
環
と
し
て

中
学
生
に
町
内
の
草
抜
き
︑
ご
み

拾
い
な
ど
に
参
加
し
て
も
ら
う
こ
と
は

で
き
な
い
か
︒

　

学
校
に
お
い
て
は
︑
自
発
的
参

加
の
意
思
を
尊
重
し
て
お
り
︑
社

会
奉
仕
の
精
神
や
地
域
社
会
へ
の
参
加

の
尊
さ
︑
喜
び
を
指
導
し
て
い
く
︒

　

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
イ

ベ
ン
ト
の
継
続
を
望
む
声
が
多
い

が
検
討
は
︒

　

町
制
施
行
50
周
年
記
念
事
業
の

一
環
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で
︑

新
年
度
で
の
実
施
予
定
は
な
い
︒

　

健
康
維
持
の
目
的
で
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
ジ
ム
設
置
を
希
望
す
る
声
が

多
い
が
検
討
は
︒

　

現
在
の
体
育
セ
ン
タ
ー
施
設
で

は
︑
設
置
場
所
の
確
保
︑
機
器
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
︑
指
導
者
の
確
保
な
ど

財
政
︑
人
的
確
保
の
面
か
ら
設
置
は
困

難
で
あ
る
︒

　

来
年
度
の
こ
ど
も
園
の
定
員
数

と
定
員
増
に
対
応
は
で
き
る
の
か
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
森
脇
委
員
︶

　

現
時
点
で
︑
０
歳
児
に
つ
い
て

は
︑
定
員
以
上
の
申
し
込
み
が
あ

り
︑
年
度
途
中
で
待
機
児
童
が
発
生
す
る

見
込
み
で
あ
る
が
︑
受
入
に
向
け
た
弾
力

的
な
運
用
の
検
討
や
広
域
利
用
等
の
調
整

を
図
り
た
い
︒︒

　

人
口
減
少
の
抑
制
と
し
て
︑
転

出
を
減
ら
し
定
住
者
を
増
や
す
た

め
に
宅
地
を
増
や
す
こ
と
や
空
き
家
問
題

を
考
え
て
い
る
の
か
︒　
　
︵
森
脇
委
員
︶

　

対
策
と
し
て
町
有
地
の
売
却
を
検

討
し
︑
安
価
な
賃
貸
住
宅
の
建
設
の

促
進
及
び
︑
持
ち
家
の
新
築
︑
購
入
す
る

方
に
対
す
る
利
子
補
給
及
び
建
設
奨
励
金

の
交
付
︑
町
内
で
起
業
す
る
人
へ
の
助
成

︵
最
大
50
万
円
補
助
︶
を
実
施
し
て
い
る
︒

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
蔓
延
で
休
止
状
態
に
あ
っ
た
町

内
の
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
再
開
さ
れ
て
い

る
の
か
︒　
　
　
　
　
　
　
︵
上
田
委
員
︶

　

コ
ロ
ナ
禍
で
も
継
続
し
て
お
り
︑

和
木
中
学
校
の
保
護
者
・
教
員
・

教
育
委
員
会
及
び
企
画
総
務
課
を
中
心

に
︑
年
４
回
程
度
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
る
︒

　

大
竹
市
へ
の
買
い
物
や
広
島
西

医
療
セ
ン
タ
ー
へ
の
通
院
な
ど
に

利
用
で
き
る
バ
ス
の
運
行
を
大
竹
市
と
協

定
を
結
べ
な
い
か
︒　
　
　
︵
上
田
委
員
︶

　

あ
い
あ
い
バ
ス
は
交
通
空
白
地

有
償
運
送
の
制
度
を
活
用
し
て
運

行
し
て
お
り
︑
既
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
あ

る
大
竹
市
内
に
あ
い
あ
い
バ
ス
は
運
行
不

可
で
あ
り
︑
別
の
運
行
形
態
で
の
追
加
運

行
も
現
実
的
で
は
な
い
︒

　

車
の
免
許
返
納
者
に
対
す
る
タ

ク
シ
ー
券
の
補
助
を
検
討
で
き
な

い
か
︒　
　
　
　
　
　　
　
　
︵
上
田
委
員
︶

　

免
許
返
納
者
に
対
す
る
タ
ク

シ
ー
券
の
配
布
拡
充
は
検
討
し
て

い
な
い
︒

　

農
協
前
と
播
岡
薬
局
の
道
路
に

注
意
喚
起
た
め
に
カ
ラ
ー
塗
装
で

き
な
い
か
︒　
　
　
　
　
　
︵
中
村
委
員
︶

　

農
協
前
は
カ
ラ
ー
塗
装
済
み
で

あ
り
︑
播
岡
薬
局
前
の
交
差
点
は
︑

ク
ロ
ス
マ
ー
ク
を
表
示
の
工
事
を
行
い
注

意
喚
起
し
て
い
る
︒

　

公
共
施
設
の
予
約
を
近
隣
市
町

で
は
︑﹁
ひ
ろ
し
ま
・
や
ま
ぐ
ち
公

共
施
設
予
約
サ
ー
ビ
ス
﹂
サ
イ
ト
を
利
用

し
て
予
約
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
︒
シ
ス

テ
ム
導
入
の
費
用
や
運
用
の
費
用
は
︒　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
三
分
一
委
員
︶

　

基
本
導
入
費
は
約
55
万
円
で
あ

り
︑
予
約
対
象
に
な
る
一
部
屋
に
つ

き
1
万
７
千
円
︒
運
用
費
用
は
︑
部
屋
数

に
よ
り
変
動
︑
最
低
料
金
は
月
額
5
万
円
︒

定員増が望まれるこども園

＊
こ
ど
も
園
の
定
員
に
つ
い
て

＊
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
に
つ
い
て

＊
注
意
喚
起
の
た
め
に
カ
ラ
ー
塗
装
は

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

課題を議会で審議

総
務
文
教
常
任
委
員
会

安全性向上のクロスマーク

＊
予
約
サ
イ
ト
の
シ
ス
テ
ム
導
入
は

そ
の
他
の
質
疑

関ヶ浜地区 和木1・2・3丁目瀬田地区 和木4･5丁目
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社
会
福
祉
協
議
会
の
財
政
状
況

を
含
め
運
営
を
考
え
る
時
期
で
は

な
い
か
。

　

社
会
福
祉
協
議
会
の
運
営
に
町

が
指
示
を
行
う
立
場
に
な
い
と
考

え
て
い
る
︒
事
務
事
業
の
見
直
し
や
経

費
の
削
減
︑
助
成
金
の
見
直
し
に
よ
る

持
続
的
︑
安
定
的
な
運
営
に
努
め
た
い
︒

　

養
専
寺
か
ら
和
木
郵
便
局
ま
で

の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
は
高
品
質

で
あ
る
理
由
は
︒

　

交
通
量
や
全
線
が
通
学
路
に

な
っ
て
い
る
な
ど
の
状
況
を
鑑
み

て
中
道
に
つ
い
て
は
排
水
性
舗
装
を
施

行
し
た
︒

　

町
民
プ
ー
ル
横
の
カ
イ
ヅ
カ
イ

ブ
キ
が
道
路
に
は
み
出
し
て
い
る

の
で
伐
採
を
︒

　

伐
採
は
考
え
て
い
な
い
が
︑
歩

道
上
に
は
み
出
し
て
い
る
枝
木
に

つ
い
て
は
︑
歩
行
者
の
支
障
が
無
い
よ

う
剪
定
を
実
施
す
る
︒

　
役
場
前
丁
字
路
交
差
点
の
ゼ
ブ

ラ
ゾ
ー
ン
が
消
え
か
け
て
い
る
︒
補

修
塗
装
で
き
な
い
か
︒

　

要
望
箇
所
は
県
道
︵
県
道
北
中

山
岩
国
線
︶
な
の
で
︑
道
路
管
理

者
で
あ
る
山
口
県
に
要
望
す
る
︒

　

中
学
校
周
辺
の
水
銀
灯
を
︑
防

犯
対
策
向
上
の
た
め
に
も
Ｌ
Ｅ
D

灯
と
交
換
で
き
な
い
か
︒

　

水
銀
灯
の
生
産
が
終
了
し
て
お

り
︑
球
が
切
れ
た
も
の
か
ら
Ｌ
Ｅ

Ｄ
灯
へ
と
交
換
し
て
い
る
︒

　

和
木
中
学
校
前
の
水
路
が
ご

み
︑
沈
殿
物
な
ど
で
汚
れ
て
い
る

が
対
応
は
︒

　

水
路
の
端
部
の
ス
ク
リ
ー
ン
付
近

の
清
掃
を
年
に
1
回
︑
水
路
全
体
の

清
掃
は
お
よ
そ
5
年
に
一
度
実
施
し
て
い

る
︒
問
題
が
あ
れ
ば
対
応
を
検
討
す
る
︒

　

派
出
所
付
近
の
水
路
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
に
水
量
を
増
や
す
こ

と
や
︑
安
全
と
景
観
を
損
な
わ
な
い
よ

う
対
応
は
で
き
な
い
か
︒
︵
嘉
屋
委
員
︶

　

か
ん
が
い
用
水
と
し
て
取
水
し

て
お
り
取
水
量
が
決
ま
っ
て
い

る
︒
安
全
対
策
と
し
て
蓋
掛
け
の
要
望

も
出
て
お
り
︑
維
持
管
理
な
ど
考
慮
し

検
討
す
る
︒

　

将
来
を
考
え
敬
老
金
の
支
給
に

つ
い
て
考
え
直
す
時
期
で
は
な
い

か
︒　
　
　
　
　
　
　
　
︵
灰
岡
委
員
︶

　

現
時
点
で
支
給
の
見
直
し
は
考
え

て
い
な
い
が
︑
財
政
状
況
次
第
で
は

支
給
額
の
減
額
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と

も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
︒

　

和
木
町
に
お
い
て
障
が
い
の
あ

る
方
や
障
が
い
の
あ
る
児
童
・
関

係
者
の
生
活
に
関
す
る
相
談
窓
口
は
ど

こ
で
対
応
し
て
い
る
か
︒
ま
た
︑
障
が

い
者
の
就
労
支
援
事
業
の
現
状
は
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
兼
本
委
員
︶

　

和
木
町
保
健
福
祉
課
︑
岩
国
市

内
の
岩
国
市
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
︑
障
害
者
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー

し
ら
か
ば
︑
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
で
対
応
︒
町
内
に
は

就
労
支
援
事
業
所
が
な
く
︑
他
市
町
の

事
業
所
を
利
用
す
る
こ
と
に
な
る
︒

　

町
道
で
狭
い
道
や
個
人
の
所
有

と
な
っ
て
い
る
が
︑
生
活
道
路
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
道
路
の
舗
装
整

備
に
つ
い
て
は
︒　
　
　
︵
津
島
委
員
︶

　

生
活
道
路
が
私
有
地
の
場
合
は

舗
装
整
備
に
つ
い
て
は
困
難
︑
公

共
下
水
道
管
が
敷
設
さ
れ
て
い
る
場
合

は
修
繕
︑
整
備
を
検
討
す
る
︒

　

前
回
質
問
し
た
和
木
四
丁
目
道

路
の
規
制
に
つ
い
て
の
結
果
は
︒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
︵
嘉
屋
委
員
︶

　

岩
国
警
察
署
交
通
課
と
協
議
し

た
が
︑
警
察
に
よ
る
規
制
は
で
き

な
い
︒
町
の
対
応
と
し
て
停
止
指
導
線

の
塗
装
を
実
施
し
た
︒

　

緑
ヶ
丘
住
宅
解
体
後
の
利
用
計

画
に
つ
い
て
は
︒　
︵
嘉
屋
委
員
︶

　

現
時
点
で
跡
地
の
利
用
計
画
は

決
ま
っ
て
い
な
い
︒

　

和
木
町
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
状
況
と
今
後
施
設
の

有
効
活
用
は
︒　
　
　
　
︵
兼
本
委
員
︶

　

指
定
管
理
者
と
し
て
社
会
福
祉

協
議
会
が
管
理
運
営
し
て
い
る
︒

障
害
者
2
名
︑
支
援
者
2
名
で
週
3
回

見
守
り
パ
ン
や
︑
定
期
販
売
︑
イ
ベ
ン

ト
時
に
販
売
す
る
パ
ン
の
製
造
作
業
を

お
こ
な
っ
て
い
る
︒
社
会
福
祉
協
議
会

の
財
政
状
況
が
厳
し
い
事
か
ら
運
用
や

方
向
性
に
つ
い
て
は
協
議
し
て
い
く
︒

障
が
い
の
あ
る
方
の
創
作
活
動
や
交
流

の
機
会
を
提
供
す
る
場
と
し
て
活
用
し

て
い
く
︒

安全性と衛生面が問題

＊
水
路
を
き
れ
い
に

＊
敬
老
金
の
支
給
に
つ
い
て

＊
私
有
地
道
路
の
舗
装
に
つ
い
て

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

和木1・2・3丁目での

民
生
建
設
常
任
委
員
会

委員会委員会
ナ　ウ

＊
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
営
は
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①国道２号和木交差点、平和プロパン前の歩道
が狭くて見通しが悪く、危険を感じる。改良
工事を要望する。

②国道２号和木交差点は、栄橋方面から下り坂
になっているため自転車のスピードが出やす
く、また縁石部の歩道幅が急に狭くなってお
り、出会い頭の事故の危険性が高い。検討が
必要では。

③旧チェリー美容室向かいの交差点（引込線沿
い）は、見通しが悪いため、カーブミラーが
設置されている。しかし朝夕の通勤・通学時
間帯では、自転車・自動車の衝突の可能性が

高い。警告表示等の検討が必要では。
④役場に届け出る様々な申請書を電子申請でき
るようにして欲しい。

⑤災害時に、どこに避難してよいかわからない
住民が多い。もっと周知して欲しい。

⑥大地震時にすぐに避難できない可能性があ
る。現状が役場に伝えられる→役場から三井
化学に連絡→避難所開設→近隣住民の避難で
は、遅くなってしまう。三井化学との取り決
めで早期に避難できるようにして欲しい。

⑦直接現金給付は、目的に沿って使われている
かどうか不明である。敬老金や子供に対する
直接現金給付はやめ、目的に沿うような方法
を検討すべきではないか。

⑧蜂ヶ峯に通じる道路沿いの桜が伐採されてい
る。その後はどうなるのか。

⑨町内の空き家が目立つようになってきてい
る。行政も介入して何とか対策を考えて欲し
い。

⑩国道２号和木交差点、陸橋の東側らせん階段
の照明が故障しており、見えにくい。早期に
修理を。

２班２班

①若者が都会にあこがれを持つためか、若者の
人口が減っている。仕事場を作り、若者が居
つく町にして欲しい。

②近年、上灰場や引き込み線の下のごみステー
ションの周り、国道沿いや小瀬川遊歩道など
に、ごみやたばこの吸い殻、犬のふんなどが
増えている。美しい町づくりを考え、ごみの
ポイ捨てが無くなるよう看板を立てる等の工
夫が必要では。

③和木小から国道までの中道の水路の清掃で、
高齢者が多くなり、重量のあるグレーチング

の開閉が難しくなってきた。今後、水路の清
掃を検討して欲しい。

④JR 西側の中道から小瀬川までの法面の除草
は現在、自治会が行っている。できれば JR
や業者に刈って欲しい。危険防止のため、フェ
ンスを立てて欲しい。

⑤国道２号線の栄橋から引き込み線の間での除
草作業において、交通量も多く除草が困難で
ある。国道管理者に除草をして欲しい。

⑥国道から町道へ抜ける道で、車がスピードを
出しすぎ危険である。規制はできないか。

⑦下水道遊園地にヒマラヤ杉が切ったまま置い
てあり、子供達が遊ぶのに危険である。除去
して欲しい。

⑧小瀬川での水遊びが禁止されている。干潟観
察などは盛況であるので、もっと川に親しむ
方向性も検討したらどうか。また川に飛来す
る鳥の看板を立てたらどうか。

⑨蜂ヶ峯に上がる町道沿いの桜の木が切られて
いる。ツツジでも植えたらどうか。

３班３班
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①町内の集会所のトイレ、玄関の入り口など
段差がある。高齢者・障がい者の方の利便
性を考えて欲しい。

②災害時の対応が不安である。町内の避難訓
練を。避難道路も必要では。

③４丁目引き込み線横の町道が狭くて消防
車、救急車などが入らず、緊急時に不安が
ある。

④役場近くの墓地では個人所有のバケツや手
酌が置いてある。町での設置を検討して頂
けないか。

⑤瀬田川の大谷地区付近にマットや段ボール
が捨てられている。町に処理をお願いした

が、撤去に半年かかっている。早い対応を
望む。

⑥郵便局の前のカーブミラー（堤防側が特に）
は車両の確認がしづらい。調整を。

⑦中学校裏のテニスコート内が荒れており、
プレイに支障をきたしている。整備をお願
いしたい。

⑧出産前や産後時の病気、入院時の子どもの
保育料が、子育て世代の負担になっている。
助成金を増やして欲しい。書類の申請につ
いては、メールなどで出来るようにして欲
しい。

⑨公共交通のあいあいバスでは障がい者の方
が利用しにくい。車椅子での利用を考慮し、
改善できないか。

⑩ＪＡ山口県和木支所の３階を避難場所とし
て利用できないか。

⑪和木ゴルフ場の利用税が近隣のゴルフ場よ
り高い。健康増進図るために６０歳以上の
利用税を免除できないか。

⑫高齢者や町民の健康寿命を維持するイベン
トや運動器具・施設が少ない。幼稚園・保
育園で利用していた運動器具を検討できな
いか。

　議会は２月１７日（土）和木４・５丁目地区の皆さまを対象に、和木４丁目第２集会
所で町づくり懇談会を開催しました。
　懇談会では、能登半島地震を受けて防災問題や子育て支援、人口減少問題、高齢者の
生活支援等さまざまな問題や意見が出され、真剣な意見交換がされました。
　議会は問題を解決できるよう取り組んで参ります。

議会町づくり懇談会議会町づくり懇談会議会町づくり懇談会
～ 防災から人口減少問題と
　　　　　　幅広い要望が上がる ～

第1３回

和木４・５丁目
の皆さんと開催

１班１班
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子育て支援の重点施設保健相談センター

対応期限切れで購入予定

外壁改修が必要な中学校舎

　
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
負
担
金
8
2
0
6
万

円
の
増
額
理
由
は
。

（
三
分
一
委
員
）

　
山
口
県
全
体
の
高
齢
者

人
口
が
増
加
（
和
木
町
は

減
）
し
、
一
人
当
た
り
の
医
療

費
も
増
加
し
て
い
る
た
め
。

　
任
意
予
防
接
種
助
成
金

の
内
容
は
。（
森
脇
委
員
）

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
（
6

か
月
〜
12
歳
4
2
0
人
　

接
種
2
回
）、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
（
中
3
除
く
13
歳
〜
14
歳
78

人
　
接
種
1
回
）、
お
た
ふ
く

か
ぜ
（
1
歳
32
人
と
年
長
児
50

人
　
接
種
1
回
）。
新
規
の
帯

状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
（
1
万
円
×

50
人
　
接
種
2
回
分
）
1
0
0

万
円
。　

新
規
設
置
さ
れ
る
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
（
7
6

4
万
8
千
円
）
の
設
置
場
所
と

補
助
金
は
。
　
　（
森
脇
委
員
）

　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

に
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
と
子
ど
も
家
庭
総

合
支
援
拠
点
を
統
合
し
設
置
す

る
。
こ
の
事
業
の
補
助
金
は
子

育
て
支
援
国
庫
交
付
金
、
子
ど

も
子
育
て
支
援
交
付
金
。

　
屈
折
異
常
等
視
覚
検
査

機
器
（
ス
ポ
ッ
ト
ビ
ジ
ョ

ン
）
1
5
4
万
円
の
内
容
及
び

維
持
費
は
。
　
　（
灰
岡
委
員
）

　
3
歳
児
検
診
時
に
使
用

し
、
検
査
内
容
は
近
視
、

遠
視
、
乱
視
、
不
同
視
、
斜
視
、

瞳
孔
不
動
の
検
査
を
行
う
。

　
維
持
費
は
保
守
契
約
2
年
で

24
万
2
千
円
と
高
額
の
た
め
計

上
し
て
い
な
い
。

　
蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
管
理

運
営
事
業
の
飼
育
小
屋
等

整
備
工
事
費（
1
3
0
0
万
円
）

の
内
容
は
。
　
　（
中
村
委
員
）

　
町
の
観
光
資
源
で
あ
る

蜂
ヶ
峯
総
合
公
園
の
目
玉

と
し
て
、
姉
妹
都
市
恵
庭
市
よ

り
譲
渡
さ
れ
る
ア
ル
パ
カ
の
飼

育
小
屋
の
建
築
費
用
1
0
0
0

万
円
、
周
辺
整
備
2
0
0
万
円
、

輸
送
費
な
ど
1
0
0
万
円
。

　
消
防
防
災
一
般
事
業
の

一
般
備
品
（
3
8
5
万
4

千
円
）
の
内
容
は
。（

森
脇
委
員
）

　
こ
ど
も
園
の
A
E
D
2

台
を
更
新
（
77
万
円
）、

災
害
時
に
避
難
者
が
快
適
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
ガ
ス
発
電
機

（
3
0
8
万
円
）
を
導
入
す
る
。

　
中
学
校
外
壁
工
事
（
7

0
0
0
万
円
）の
内
容
は
。

（
嘉
屋
委
員
）

　
校
舎
外
壁
全
体
の
補
修

工
事
を
行
い
足
場
の
設
置

工
事
も
含
む
。
工
事
内
容
は
ひ

び
割
れ
補
修
・
欠
損
部
補
修
・

断
面
補
修
・
外
壁
塗
装
・
塗
膜

防
水
な
ど
。

議
会

だ
よ

り
わ

き
 第
1
3
5
号

2
0
2
4（

令
和

6
）

年
５

月
１

日
発

行
発

行
者

/和
木

町
議

会
　

編
集

/和
木

町
議

会
広

報
広

聴
常

任
委

員
会

　
〒

74
0
-8

5
01

  山
口

県
玖

珂
郡

和
木

町
和

木
１

丁
目

１
番

１
号

  T
E
L（

0
8
2
7
）

5
2
-21

3
7
  E

-m
a
il：

g
ika

i@
tow

n
.w

a
ki.lg

.jp

編
集
後
記

編
集
後
記

　
和
木
町
の
皆
様
、
や
っ
と
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
対

策
が
終
わ
り
、
日
常
生
活
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
こ
の
頃
で
す
。

　
健
康
と
い
え
ば
、
町
で
は
今
年

度
よ
り
帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
補
助
を
行
い
ま
す
の
で
、
ど
う

ぞ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
私
は
春
の
山
菜
が
大
好
き
で
、

コ
ゴ
ミ
を
本
郷
ま
で
取
り
に
行
き

ま
す
。
取
り
に
行
っ
た
コ
ゴ
ミ
を

ピ
ー
ナ
ッ
ツ
和
え
に
し
て
、
食
べ

る
の
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

実
は
和
木
町
の
は
ず
れ
小
瀬
川
上

流
の
河
原
で
も
、
見
つ
け
る
事
が

で
き
ま
す
の
で
宜
し
け
れ
ば
探
し

て
み
て
く
だ
さ
い
。

　
今
年
も
町
民
の
皆
様
の
声
を
聴

き
た
く
懇
談
会
を
計
画
し
て
お
り

ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

（
上
田  

丈
二
）

議長 兼 本 信 昌

森　脇　明　美
広報広聴委員長

上田  丈二    中村  充子
明本  光弘    三分一  淳

広 報 部

発行責任者

答答

答

答

答答

問問問

問

問問

答 問

予算委員会審議
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